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1. はじめに 

社会状況の変化と と も に， 大学におけるキャ リ ア

教育[1]-[3]の重要性は増しており ， 神奈川工科大学で

も授業と してのキャ リ ア設計・ 開発， インターンシ

ッ プ， および就職支援講座の実施等， 学生の就業意

識・ キャ リ アデザイン力の形成から ， 学修内容の活

用力及び社会人と しての責任力の育成までを支援す

る教育体制が整いつつある． 神奈川工科大学情報学

部においても ， 2012 年度よ り 神奈川県情報サービ

ス産業協会（ 以下， 神情協） の寄付講座「 情報技術

者概論（ SE 講座） 」 がスタート し ている ． さ ら に

2014 年度からは， 神情協と 連携を深め， 本学のキ

ャ リ ア教育の趣旨に沿った授業や企画と して「 会社

訪問体験」 を実施している  [4]．  

本稿では， 神情協の協力のも と 産学連携キャリ ア

教育の実践と して学生が企業訪問を行い， 事後に作

成した実施報告書をリ ーダビリ ティ 評価と 計量テキ

スト 分析するこ と で， 学生の意識向上の効果があっ

たこ と を報告する． また， 分析結果を元に， 学生へ

のフィ ード バッ ク を自動化する仕組みを提案する．  

2. 会社訪問体験と統合化システム 

「 会社訪問体験」 の 2016 年度の実施手順を表 1に

示す．  

表 1 2016年度実施施手順 
実施内容 実施期間 概要

訪問時期の調整 3月～5月
神情協と訪問時期についての調整を実施，9月，11月以降に

実施する事を決定

実施告知 5月
9月および11月以降の訪問のスケジュールを学資に対して告

知．その際に，楷書訪問体験の趣旨，前年度の実績，前年度
参加学生の感想なども提示

参加意向調査 5月
神情協に対して訪問枠を設定いただく際の参考に，訪問意向
の調査を実施

正式申込 7月,11月
提示いただいた訪問枠を学生に回覧し，申込を実施．申込み
には，学内CMS型授業支援システムを活用．

事前オリエンテーション 9月、11月

実施意図の再確認，訪問時の服装・マナー，メールの書き方，
学内事務処理について座学で説明．訪問の数日前にご挨拶
メールを，訪問直後にお礼のメールを送信するように指導．訪
問企業についての調査のグループワークを実施

訪問 9月，12月 申込み企業への訪問．学内用の報告書作成

事後オリエンテーション 9月，12月
訪問での気付きの共有をグループワークで実施．企業様から
のフィードバックを用いた反省．学内事務処理について説明  

「 会社訪問体験」 は， 情報学部 3 年次生を中心と す

る学生が 5～10名程度のグループごと に 2時間程度

の内容で実際に企業訪問を行う こ と で， 企業での働

き方や業界の動向を理解し ， キャ リ ア意識を高める

こ と が目的であり ， 就職活動へのスムーズな接続が

期待できる試みである． 企業訪問実施を挟んで， 事

前および事後オリ エンテーショ ンを開催し企業研

究・ 業界研究， マナー， 調査書・ 報告書作成， 伺い

書・ 精算書作成など事務処理手続き を学ぶ． 2014

年度は全 1回（ 11月） ， 2015年度は全 3回（ 9月，

11 月， 2 月[2 月は学部 2 年生を対象に試行]） ，

2016年度は全２ 回（ 9月， 12月） の実施を行ってき

ている． 各回の実施において， 学生が応募した訪問

希望企業のと り まと めから ， 会社訪問を実施するた

めの準備作業や報告作業の支援を効率的に行う 必要

があるため， ①訪問先の調整， ②調査書・ 報告書作

成， ③挨拶・ 御礼メ ール送信チェッ ク など， ICT 活

用による会社訪問体験支援機能を実現してきている ．  

2014年度からの実施者数を表 2に示す．  

表 2 実施者数 

  2014年 

１１月 

2015年 

9月 

2015年 

11月 

2016年 

2月 

2016年 

9月 

2016年 

12月 

訪問学生数 

（延べ） 

69 

(93) 

45 

(58) 

39 

(46) 

13 

(13) 

45 

(88) 

5 

(12) 

訪問先企業数 

（延べ） 

10 

(19) 

8 

(10) 

9 

(10) 

3 

(3) 

15 

(44) 

3 

(3) 

企業と の調整作業や事務作業を軽減するこ と およ

び学内への展開を目的に， 調整作業・ 事務作業を効

率的に行う ためのシステムの設計・ 開発と それらの

統合化を順次進めている （ 図 1） ． 統合化システム

は， (1)企業と の調整・ 作業の効率化， (2)事務作業

の効率化， (3)メ ール確認＆リ マインド 支援， (4)書

類作成・ 提出支援の４ つのサブシステム（ モジュー

ル） から構成される． これらのう ち， (3)および(4)

を学内で利用し ている CMS 型授業支援システム

「 KBook」 にて実現する [4]．  
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図 1 統合化システムの構成 

3. 報告書文章の分析 

会社訪問の実施後に学生には， 「 会社からのメ ッ

セージ」 ， 「 訪問目的の達成状況」 ， 「 感想等」 と

A study on raising student awareness effects by analysis for 
student reports of academia-industry cooperation career 
education 
Takayuki Suzuki†, Isao Yagi†, Kousuke Takano†, Tsuyoshi 
Miyazaki†, Tatsuya Inaba† and  Kazuhiro Notomi† 
†Kanagawa Institute of Technology 

Copyright     2017 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-465

6E-06

情報処理学会第79回全国大会



いう 項目を含んだ報告書を作成させる． これらの文

章をリ ーダビリ ティ 評価と 計量テキスト 分析するこ

と によ り ， 会社訪問の実施効果を計測できると 想定

した． 計測の自動化も目指す．  

3.1 リーダビリティ評価 

リ ーダビリ ティ 指標と は， 計算機を用いて「 読み

やすい文章」 「 読みにく い文章」 を定量的に評価す

るための基準である． リ ーダビリ ティ 指標を用いて，

文章の定量的な読みやすさを判定するのがリ ーダビ

リ テ ィ 評価と な る ． 赤木ら が提案・ 実装する

MRead[5]を利用し て分析を行った． MRead の解析結

果画面を図 2に示す． 左側のフォームに入力した文

章を評価した結果が， 右側に表示される．  

 
図 2 MReadによる解析結果画面 

報告書の各項目の文字数の平均値を表 3に示す．

学生により 文字数にかなり のバラ付きがあり ， 箇条

書きの場合も多かったため「 読みにく い文章」 と 判

定される場合が多かった． したがって， リ ーダビリ

ティ の判定機能を統合化システムに組み込むこ と に

よ り 学生の読みやすい文章作成能力の向上が期待で

きる．  

表 3 報告書の項目の平均文字数(N=93) 

  メッセージ 達成状況 感想 

平均語数 

（標準偏差） 
143.9 

(102.0) 

135.1 

(86.2) 

135.1 

(87.2) 

3.2計量テキスト分析 

文章の計量的な内容分析を行う のが計量テキスト

分析であり ， 計量テキスト 分析ツール KH Coder[6]

を用いて実施報告書を分析する． 例えば， 頻出単語

上位 150 語の表示の一部は図 3のよう に， 関連語・

共起ネッ ト ワークは       図 4のよう になる．  

    
図 3 頻出単語の抽出        図 4 共起ネッ ト ワーク  

同じ IT 関係の企業を訪問しているため頻出する

単語は「 就職活動」 に関連した語が上位に並ぶが，

単語の共起関係をみていく と 特徴がある程度確認で

きる． 構想段階であるが， 報告書の分析から学生の

性格などをク ラ スター分類し ， その学生にあった企

業のタイプを推薦できる仕組みを構築し， 就職活動

対象企業選択を支援したい．  

また， 表 3に示すよ う に文字数が比較的少ないの

で， 分析結果の妥当性の検証も必要である． 多種の

分析方法を組み合わせてみる必要もある．  

4. 終わりに 

学生のキャ リ ア意識を高め， 就職活動へのスムー

ズな接続を目指して神情協と 産学連携と して行って

いる 「 会社訪問体験」 の実施報告と ， 訪問実施後に

学生が作成する報告書をリ ーダビリ ティ 評価と 計量

テキスト 分析するこ と による評価を報告した． 分析

結果から ， ある程度の意識向上が観測できた． また，

こ う した分析機能を統合化システムに組み込み学生

へのフィ ード バッ ク を行う ． 本番の就職活動に向け

た読みやすい文章作成能力の向上， 就職目的の明確

化が期待できる．  

分析手法については既存の手法が多種多様に存在

するが， よ り 一層の検証・ 検討が必要と なる． また，

結果の可視化手法についても重要な検討点と なる．  
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